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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、古典的条件づけの学習におけるつの干渉効果の相互作用について、動物（ラット）および
ヒトを対象として検討した一連の実験研究をまとめたものである。古典的条件づけとは、つの刺激の対
呈示によって生じる学習であり、一般に、生得的にあまり重要でない刺激Xと重要な刺激Yを用いて実
験されることが多い。このつの刺激を対呈示すると、その後、刺激 Xはそれまで喚起しなかった反応
（条件反応）を引き起こすようになる。これが古典的条件づけという現象であり、刺激 Xと刺激 Yの間
に連合が形成された（Xと Yの関係を学習した）結果だとみなされている。ところが、刺激Xを事前に
単独で呈示しておくと、その後にXと Yの対呈示手続きを行っても、Xが引き起こす条件反応は小さく
なる。これが「潜在制止（latent inhibition）」効果で、ヒトを含むさまざまな哺乳類で確認されており、
刺激Xと刺激Yの連合学習が阻害された、あるいは学習は生じているがその表出が阻害されたために生
じると考えられている。さて、刺激 Xを刺激 Yと対呈示する際、さらにもうつ別の刺激Wも呈示す
るという複合条件づけ手続きを実施すると、刺激 Xが引き起こす条件反応が小さくなる。これが「隠
（overshadowing）」効果で、これもヒトを含むさまざまな哺乳類で確認されており、やはり X-Y 間の連
合学習の限害あるいは学習表出の阻害だと考えられている。
古典的条件づけにおけるこのつの干渉効果は、互いに相殺されるという衝撃的な現象を1998年に米国
の心理学者たち（Blaisdell, Bristol, Gunther, & Miller, 1998）が、ラットの条件性抑制（恐怖反応の条件づ
け）事態において発表して、連合学習心理学者の間で大きな話題となった。直観的にも、あるいはそれま
で古典的条件づけに関して提唱されていた様々な理論の立場からも、このつの干渉効果は、互いに加算
されこそすれ、相殺されることは予想されなかったからである。本論文は、この報告の追試を主眼とした
ものである。
第章は、潜在制止効果と隠効果についての概説と、Blaisdell ら（1998）の研究紹介に充てられてい
る。Blaisdell らの研究は、ニューヨーク州立大学ビンガムトン校の Ralph R. Miller 教授が主宰する研究
室から発表されたものであり、その研究をつのきっかけとして、Miller 教授がそれまで提唱していたコ
ンパレータ仮説が新たに拡張されたことが詳しく述べられている。
第章から第章は実験篇である。第章はラットの味覚嫌悪条件づけ事態（味覚刺激 Xと気分不快
感Yの連合学習により、ラットは味覚刺激Xを摂取しないようになる）において、潜在制止効果と隠
効果の相互作用（加算か相殺か）を検討したつの実験からなる。Blaisdell ら（1998）が条件性抑制事態
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で報告した潜在制止効果と隠効果の相殺現象を、味覚嫌悪学習事態でも追認した Loy& Hall（2002）を
実験的に吟味し、それがアーティファクトに過ぎず、潜在制止効果と隠効果は相殺されるどころか加算
することを示したのが実験である。その後、般化減少の要因の検討（実験）、条件づけ試行数の検討
（実験 Aおよび B）、実験文脈の検討（実験）を行い、いずれの実験でも加算現象が得られている。
第章はラットの条件性マガジンアプローチ事態（音刺激Xと餌 Yの連合学習により、音刺激Xが餌
呈示口への接近行動を誘発するようになる）において、潜在制止効果と隠効果の相互作用を検討したも
のである。両効果は相殺されず加算されること（実験）、ただし、条件づけの初期には相殺傾向がみら
れること（実験）が報告されている。
第章では、ヒト（大学生・専門学校生）を対象とした随伴性判断事態で、潜在制止効果と隠効果の
相互作用を検討している。事象Xと事象Yの随伴関係（例えば、Xが Yの原因であるという因果関係な
ど）の把握メカニズムは、思考心理学で長きにわたって研究されてきたテーマであり、古典的条件づけと
同様にX-Y連合の形成として捉えることができる。まず、アレルギー課題（食べ物Xがアレルギー症状
Y の原因であると正しく判断できるか）を用いて、潜在制止効果と隠効果の相互作用を検討し、被験
者内実験計画（実験 A）でも被験者間実験計画（実験 B）でも加算現象を得た。さらに、実験	では
ロールプレイングゲーム課題（モンスターXを倒すと宝箱 Yを得ることができると確信を持って回答で
きるか）において、実験文脈を統制したうえで、潜在制止効果と隠効果の相互作用を検討して、加算現
象を得た。
第章は総合論議であり、第∼章で述べられた実験結果のまとめと、相殺現象を説明する拡張版コ
ンパレータ仮説以外の説明として、Schmajuk, Lam, & Gray（1996, 2006）の理論と、著者自身による
potentiation（複合条件づけにおける増強効果）に基づく解釈を挙げて、今後の研究への示唆を記してい
る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
かつて「唾液分泌と筋反射の心理学（spit-and-twitch psychology）」と蔑称された古典的条件づけ研究
であるが、1960年代以降はより認知的な視点で捉えられるようになった。現在、多くの連合学習心理学者
は、古典的条件づけを、動物が環境から得た情報の価値を判断し、適切に行動するための知的な情報処理
メカニズムだとみなしている。そうした知的情報処理の一つが、不要な情報を積極的に無視する学習で
あって、刺激Xを事前に単独呈示しておくとその後のX-Y連合の形成・表出が阻害されるという潜在制
止効果はそうした「無視する学習」の基本的なしくみの一つである。また、刺激 Xと刺激 Yの連合は、
第の刺激Wの存在によって阻害されるという隠効果は、適切な手がかりを環境から発見し、それを
選択するという心理作用の基本的なしくみの一つである。古典的条件づけにおけるこの種類の干渉効果
については膨大な研究があり、理論的蓄積も多いが、永石高敏氏はそれらを十分に消化し、博士学位請求
論文に結実させている。
博士学位請求論文で、彼は、潜在制止効果と隠効果の相互作用という問題に取り組んでいる。ニュー
ヨーク州立大学ビンガムトン校の Ralph R. Miller 教授が主宰する研究室から1998年に発表された
Blaisdell らの実験で、ラットの条件性抑制事態でこのつの干渉効果が相殺されることが示された。これ
は、古典的条件づけに関するそれまでの諸理論の予測とは矛盾するものであった。永石氏はこのテーマに
関して博士課程前期課程から年間にわたって取り組み、数多くの実験を行ってきた。博士学位請求論文
にはそのうちの10本が収録されているが、彼が行った実験は予備実験も含めればその倍には達するであ
ろう。
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永石氏はこれらの実験を通じて、潜在制止効果と隠効果は互いに相殺する形で作用するのではなく、
加算的に作用して、条件反応の大きな低下を生じさせることを確認した。これらの結果は異なる実験パラ
ダイムを通じて見出されおり、かつ条件づけ試行数や実験文脈の特質などの操作を行った複数の実験を通
じて一貫しているとともに、般化など他の要因に起因する可能性は否定されること、さらにはヒトとラッ
トとの間でほぼ同様の結果となることなど、非常に頑健な現象であることを示した。また、それぞれの実
験における手続きや結果の分析についても、わずかな疑問はあるものの、基本的に適切に遂行されたと考
えられる。したがって本論文は、連合学習の機構を巡る理論的な進展に寄与する新たな事実を呈示し得た
ものと評価できる。
ただし、本論文に注文がないわけではない。本論文に示された実験結果は（実験の条件づけ初期を除
けば）一貫して潜在制止効果と隠効果の加算現象を示したにも関わらず、依然として純然たる連合形成
の効果が優位な事態では加算現象ではなく相殺現象が生じる可能性を、永石氏が主張しようとしているよ
うな印象を受ける。このような印象を受けるのは、第章において記述の重点が拡張版コンパレータ仮説
にあり、加算効果を予測するそれ以外の諸理論の記述が相対的に簡略化されているためであろう。本論文
は潜在制止効果と隠効果の相互作用の記述から開始されているが、1970年代以降に提出されてきた条件
づけの獲得過程に関する諸理論の着想とそれに寄与した多くの実験的事実についても記述しておくこと
で、永石氏の一連の実験結果の意義とその関係性がより明確になったのではないか。また、獲得過程に関
するこれまでの諸理論は加算現象を容易に予測する。したがって、説明の簡潔性の点からも、それに関す
る議論が総合論議の一つの中心となるべきであって、そのなかで拡張版コンパレータ仮説からの予測に関
してはむしろネガティブな結論が得られたことが明確に記述されるべきだったのではないか。さらに、加
算現象がかなり頑健な事実であることが示されたのであるから、将来的な課題についても、相殺現象に関
する種々の説明の妥当性の検討の前に、例えば Blaisdell et al（1998）の完全な追試――すなわち条件性
抑制事態では（少なくとも特定の条件下において）確かに相殺現象が得られることの実験的確認――が必
要であろう。その点を飛び越えて、同じ現象に実験事態の特性によって異なる過程が関与する可能性を指
摘しても、包括性と簡潔性を超えた主張としては説得力に乏しいように思われる。また、永石氏が提起し
た potentiation による相殺現象の解釈についても、なぜそれが条件性抑制事態で生じやすいのかについて
説明が必要だろう。
なお以上の諸点は、永石氏の今後の研究の展開に対する期待として述べたものであって、論文の欠陥を
指摘したものではない。博士論文に収録されている10本の実験は、その多くが国内外の学会で口頭ないし
はポスターで発表されており、その一部は既に篇の学術論文として海外の専門誌に掲載されている。そ
の他の実験についても、国際誌に投稿すべく執筆活動中である。なお、本論文に結実した一連の研究の途
において、氏の業績と研究計画は第三者的にも高く評価され、博士課程後期課程時に日本学術振興会特別
研究員 DC2に採用された（課程満期後も年間、同特別研究員 PDとして研究に専念した）。今後は、動
物の条件づけ事態とヒトの随伴性判断事態の違いなどについて、単に結果の類似性だけでなく背後にある
注意や推論などのメカニズムに踏み込んだ研究を望みたい。
永石氏の博士学位請求論文については、2011年月22日に本学 F号館で開催された公開発表会で研究
内容が披歴された。また、われわれ審査委員は、博士学位請求論文を精読した上で、2011年月22日に本
学ハミル館会議室で実施した口頭試問において、永石氏が博士たるにふさわしい研究能力を有しているか
どうかを確認した。
以上により、われわれ審査委員は、永石氏の研究成果と研究者としての能力が博士（心理学）の学位に
適うものであるとの結論に達したのでここに報告する。
【T：】Edianserver/関西学院/博士学位論文/第50集/
永石高敏  校
− 28 −
